
超党派『水泳議員連盟』設立（　令和 8年7月16日　）
　　　全国の小中学校でプールでの水泳授業を廃止する事例が増えていることを受け
　◎　実技指導の促進　と
　◎　水難事故防止を最大の目的

　　　　 　　　　水泳は、古来より生活と生存の術・ 水泳は命を守るスポーツ

小・中学校水泳授業の最近の動き　１ 資料　１

スポーツ庁政策課事務連絡（　令和８年２月１２日　）
「持続可能な水泳授業の実施に向けた参考資料について」
　　学校の授業における水泳運動系の内容
　◎　水の中という特殊な環境における物理的な特性（浮力、水圧等）を生かし
　◎　浮く、呼吸する、進むなどの課題を達成題を達成
　◎　水に親しむ楽しさや喜びを味わうことのできる運動として位置づけ

　　　　水の中で運動する経験を通して水に慣れ親しみ、身を守る方法や知識を身に付けることは、

　　　　　　水難事故防止にも繋がることが期待  

水泳議員連盟設立趣旨、スポーツ庁事務連絡　抜粋／編集・作成　川口



学習指導要領

　◎　水難事故防止の観点から 小学1年～中学2年：水泳実技必修

スポーツ庁事務連絡　資料「持続可能な水泳授業の実施に向けた参考資料」

　◎「地域の実用に応じた 実技の機会を確保 するよう」推　奨

小・中学校水泳授業の最近の動き　２ 資料　２

学習指導要領、スポーツ庁事務連絡　抜粋／編集・作成　川口



小学校児童の水泳能力（埼玉県　小学 5・6年生） 資料　３

埼玉県　令和７年度 運動技能に関する調査結果　抜粋／編集・作成　川口
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「令和７年における水難の概況等」 資料　４

「令和７年における水難の概況等」警察庁　抜粋／編集・作成　川口

発生件数 前年比 水難者 前年比
死者・

行方不明者
前年比

全　国 １４２６件 ー１０９件 １５９９人 ー１５４人 ７６０人 ー５６人

中学生以下 １１０件 ー１９件 １７７人 ー１４人 ２７人 ー１人
　


